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第４号様式（要項第６条関係） 

 

2024年度 第１回 藤沢市立御所見中学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時 2024年 5月 21日（火） 16時 00分～ 

場  所 藤沢市立御所見中学校 図書室     

 

【学校運営協議会委員（コミュニティ・スクール】  

１ 会長 加藤 寛章 元御所見中学校 PTA会長 

２  鈴野 達也 青少年育成協力会（青少協）代表 

３  吉田 康行 御所見中学校 PTA会長 

４  大井 秀幸 ふれあい共育ネットワーク（三者連携）代表 

５  森  祐一（欠席） 元御所見中学校 PTA会長 

６  鈴木 理恵 元御所見中学校評議員 

７  佐藤 孝子 御所見地区民生委員 

８  須藤 和久 御所見市民センター長 

９  坂本 哲也 CSW、市社会福祉協議会 

１０  山本 亜矢 ココロまち診療所 健康予防管理士 

１１  長谷部 葉子（欠席） 慶応義塾大学 環境情報学部 准教授 

１２ 副会長 山田 大 御所見中学校 校長 

１３  荒舩 友樹（欠席） 御所見中学校 教頭 

１４  小川 直美 御所見中学校 地域担当 総括教諭 

 傍聴：渡邊（御所見中学校職員） 

１．開 会（加藤新会長あいさつ） 

２．議 題 

（１）委嘱状交付 

（２）学校運営協議員（自己）紹介 

（３）2024（令和６）年度 学校運営方針について 

  ●2024（令和６）年度 学校運営方針（⇒重点目標） 

〔映像視聴〕体育祭スライドショー 

〔別添①〕学校要覧（ダイジェスト版） 

     生きる力を育む 

グランドデザイン １カ所だけ変えた 

～自分も人も大切に～ 

 

人づくり あいさつ時間掃除⇒自律 

〔別添②〕４月学校だより、５月学校だより 

     生きる力⇒幸せをつかむ力 

     書籍『七つの習慣』『子どもの心の受け止め方』を紹介 
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〔別添③〕御所見中学校 職員アンケート 

     書籍『七つの習慣』より 

“自分を理解してもらうには、他者を理解することが必要”をうけて実施 

〔別添④〕スライド資料 

      （考え方）×（熱意）×（能力） 

        ０＜（熱意）・（能力）＜１００ 

        －１００＜（考え方）＜１００ 

〔映像視聴〕「みんなで跳んだ」 

  体育祭での出来事のドキュメント 

   今年の体育祭のミッション（校長→体育祭担当） 

   生徒主体で運営する。教員が前に出る機会は極力少なくする。 

   ただし、指導すべき事は伝える。 

   →学校には、子どもたちが安心して失敗できるおおらかさがあってもいいと考えている。 

 

（４）令和６年度コミスク（学校運営協議会）運営計画 

 ●令和６年度コミスク運営について 

〔別添⑤〕令和６年度 コミスク（学校運営協議会）運営計画 

 

・地域で大切なのは、おおらかさ（グレーなところ）だと思っている。 

 コミスクが子どもたちだけでなく、先生たちの負担を減らす場になればと考えている。 

・こども食堂に来ている子どもがいる。子どもを信じて任せる場面があったが、立派に節度を 

守って食事を楽しんでくれた。こどもの力を信じてあげる場面は大切だと感じた。 

  ・学校のスローガン「自分も人も大切に」は自分の活動のテーマ「自分もみんなも心地よく」に 

リンクしていると分かった。学校と地域が同じ方向を向いている感じがしてホッとした。 

・生少協の活動は小学生向きな内容が多い。 

・学校が担うべき役割を明確にすることは大切。学校がしてくれると思っている親との認識の違い 

はトラブルの元。学校と保護者の関係を健全に保つためにも、必要なことだと思う。学校の対応 

に期待したい。  

・入学式に参加したときのこと。職員紹介での反応が素直だった。 

それを見つけて校長が褒めてくれた。とても温かい式だった。 

・職場体験学習は復活しないのか？生徒のいい面を見ることができる機会だった。 

⇒・職場体験は難しいが、地域の方の力を借りて、キャリア学習ができないかと考えている 

・地域の方の力を借りて、別教室の運営はできないか 

⇒・以前から、別室を増やす必要性を訴えている。 

是非、地域も見守りに参加したいと思っている。 

  ・制服を着て学校に行けたことが、自己肯定感につながる。 

・居場所作りの難しさを感じている。気軽に集まれる場所を提供したいと思っているが、老朽化 

する設備によって事故が起きたときのことを考えると、責任は？修繕は？と課題も多い。 

また、自然豊かな環境により、毒をもつ植物があったり、モグラの掘った穴で怪我をしそうにな 

ることもある。自然を守る？全部撤去してしまう？職員内でも理想が異なるけど、それぞれの気 

持ちは理解できるし･･･。と、悩みが多い。 

・市民センターの子ども向け講座は、小学生対象が多い。中学生は多目的広場にいることが多い。 

せめてそこが居場所になれば・・・ 

・２年前、福祉体験の授業で御所見中学校の生徒と関わった。地元ではないが、関わりのある 

おとなとして、手本になる背中を見せられるように、自分にできることを考えている 
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３．その他 

●今年度のコミスク会議日程（予定） 

開催回 開催日時 会場 

第１回 2024年 5月 21日（火） 16:00～ 

御所見中学校 ３階 図書室 

第２回 2024年 7月 4日（木） 16:00～ 

第３回 2024年 10月 24日（木） 16:00～ 

第４回 2025年 1月 23日（木） 16:00～ 

第５回 2025年 2月 27日（木） 16:00～ 

 


